
平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 15 事業No. 10

事務事業名 地域自治組織運営事業
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 継続

担当課等名 ムトスまちづくり推進課 開始 H19 終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
○ 8 新時代に向けたこれからの地域経営の仕組みをつくる

   

   

分野別計画
  

  

  

法令・例規等
 飯田市自治基本条例

 飯田市地域自治区の設置等に関する条例

 飯田市地域自治区地域協議会に関する規則

事業目的
対象 地域協議会、まちづくり委員会

意図 持続可能な地域自治組織の体制づくりを支援する。

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

人口減少の時代となり、地域自治組織を持続していくには事業・組織の整理や見直しが必要となっています。また、

地区に誇りを持ちやりがいのある事業を展開していくことも必要です。市が地域自治組織へ委託・依頼している事業

の整理や、地域自治組織の運営見直しの支援を行っていきます。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
地区が行う様々な取り組みを整理、改善するため、市から地区へ

委託、依頼している事業について、担当課と改善案を協議し、見

直しを進めます。

合わせて、地域自治組織の制度について実態の検証、研究を行い

ます。

各地区間の情報交換や人材育成の機会として、地域協議会会長会

、まちづくり委員会連絡会議、まちづくり研修会を開催します。

また、自治振興センター職員の資質向上を目指した研修会を開催

します。

地域協議会、まちづくり連絡会の運営 344

事務費 500

地域自治組織制度検証研究 567

  

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
所長会検討会の開催 回 10 10   

地域協議会開催 回 50 50   

地域協議会会長会開催 回 1 1   

まちづくり委員会連絡会開催 回 4 4   

自治振興センター職員研修 回 1 1   

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 1,411  

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 0

一般財源 1,411

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 2 1
 
5  10

 
1

1,411

0
自治振興一般経費

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 10 事業名  地域自治組織運営事業 ムトスまちづくり推進課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －      

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況

紙、トナー、電気の消費

ごみの発生

紙ごみの分別による再利用

グリーン購入

  

 

 

  

 

 

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 15 事業No. 11

事務事業名 地域自治組織助成事業
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 継続

担当課等名 ムトスまちづくり推進課 開始 H19 終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
○ 8 新時代に向けたこれからの地域経営の仕組みをつくる

   

   

分野別計画
  

  

  

法令・例規等
  

  

  

事業目的
対象 各地区まちづくり委員会

意図 地域コミュニティの中核的実践団体であるまちづくり委員会の活動の活性化

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

各地区で地域の特質や課題に応じた主体的・一体的活動を展開しています。飯田5地区のまちづくり委員会も、事務

所機能の維持と主体的な取り組みを行う環境づくりができています。組合加入については、活動、役員、会費等が負

担となって、アパート住まいや高齢化による組合脱退等の課題もあります。

伝統芸能用具や除雪機などの整備により、定住促進や地域コミュニティの活性化に繋がっています。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
　住民のコミュニティ活動を支援するため、各地区まちづくり委

員会が行う地域共同共益的活動等に対しパワーアップ地域交付金

として助成します。

　窓口機能が無く、事務支援する市職員のいない橋北・橋南・羽

場・丸山・東野の各まちづくり委員会の事務を支援します。

　地域コミュニティ活性化のために、まちづくり委員会が主体的

に取り組む組合加入促進活動に対し支援を行います。

　自治会等を中心にしたコミュニティ活動の促進を図り、地域の

連帯感、自治意識を盛り上げるために施設や設備の整備を支援し

ます。

地域自治組織助成事業 100,000

飯田5地区自治振興センター運営事業 3,000

自治活動組織加入促進支援事業 1,200

コミュニティ助成事業（宝くじ） 6,100

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
コミュニティ助成事業助成団体件数 件 2 4   

組合加入コーディネート実施地区 地区 13 13   

パワーアップ地域交付金交付地区数 地区 20 20   

自治振興センター運営事務補助 地区 5 5   

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 110,300 （そ）コミュニティ助成事業補助金

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 6,100

一般財源 104,200

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 2 1
 
5  10

 
4

6,100

0
コミュニティ助成事業費

2    1 2 1
 
5  10

 
5

104,200

0
地域自治支援事業費

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 11 事業名  地域自治組織助成事業 ムトスまちづくり推進課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －      

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況

紙、トナー、電気の消費

ごみの発生

紙ごみの分別による再利用

グリーン購入

  

 

 

  

 

 

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 15 事業No. 12

事務事業名 市民協働推進事業
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 継続

担当課等名 ムトスまちづくり推進課 開始 H3 終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
○ 9 個性を尊重し、多様な価値観を認め合いながら、交流する

   

   

分野別計画
  

  

  

法令・例規等
  

  

  

事業目的
対象

地域づくり活動を行う市内の団体、ＮＰＯ法人、市民、２０地区まちづくり委員会及び単位自治会、公民館分

館など

意図 市民活動が活発化し、活力ある地域社会がつくられる

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

・団体等の立上げ、活動の維持拡大などについての相談対応機能の強化が必要です。

・団体等の活動拡大のために、他団体の活動事例や団体等に対する支援の情報などの発信機能強化や、学習機会を提

供する必要があります。

・団体等間の交流の場と機会を継続して提供し、ネットワークの形成や協働につなげていく必要があります。

・自発的に活動する人材を育成する機能が不足しています。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
　平成29年度に新たに立ち上げたムトス飯田推進委員会内の実行

組織（コーディネート専門委員会）により、団体等の新たな立ち

上げや交流が進む支援策を検討・実施します。

　ムトス飯田助成事業を実施します。

　ムトス飯田交流会（支援事業の活動内容発表および交流会）、

学習会を開催します。

　ムトス飯田賞の表彰を行います。

　ムトス飯田助成事業事例集（活動報告集）を作成します。

　ムトス飯田市民ファンドによる融資案内・相談（ＤＭ等による

事業案内、実態把握、ＮＰＯ法人への支援）及び融資を行います

。

ムトス飯田支援事業交付金 6,000

ムトス飯田推進業務委託料 1,800

  

  

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
ムトス飯田助成金交付件数 件数/年 30 30   

ムトス飯田賞表彰数 件数/年 2 2   
ムトス飯田市民ファンドにより融資したＮＰＯ法人数 法人数/年 2 2   

実行組織による団体等への支援活動回数 回数/年 10 50   

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 7,800 （そ）市民協働サロン使用料　15千円

（そ）ふるさと基金繰入金　6,000千円国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 6,015

一般財源 1,785

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 2 1
 
5  10

 
8

7,800

0
市民協働推進事業費

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 12 事業名  市民協働推進事業 ムトスまちづくり推進課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －      

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況

紙、トナー、電気の消費

ごみの発生

紙ごみの分別による再利用

グリーン購入

  

 

 

  

 

 

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 15 事業No. 15

事務事業名 集会施設整備補助事業
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 継続

担当課等名 ムトスまちづくり推進課 開始 S56 終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
○ 9 個性を尊重し、多様な価値観を認め合いながら、交流する

   

   

分野別計画
  

  

  

法令・例規等
 飯田市集会施設整備事業補助金交付要綱

  

  

事業目的
対象 自治活動組織、飯田市

意図
地域の集会施設の新築・改修・バリアフリー化への支援を行うことにより、高齢者、障がい者等が利用しやす

い施設となり、住民の交流が広がるとともに、地域内での人材の確保や育成に繋がる。

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

急速な高齢化、核家族化の中で、地域参加・住民交流・自治運営を行うためには、その拠点となる集会施設の新築・

改修に対する支援が必要です。また、集会施設をバリアフリー化することは、避難場所として防災上も重要であり、

高齢者、障がい者等との交流の場としての活用も広がります。一方で集会施設のバリアフリー等の実態を把握し、地

域のニーズに応じた支援策の研究が必要です。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
集会施設整備事業を活用し、自治活動組織が実施する集会施設の

改修工事を支援します。

また、地域の集会施設のバリアフリー等の状況を調査した上で、

自治活動組織のバリアフリー等に対するニーズを分析し支援策を

決定します。

東平コミュニティ消防センター改修工事 1,468

上黒田ふれあい会館改修工事 2,181

  

  

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
集会施設整備事業対象件数 件 4 2   
集会施設整備対象事業のうちバリアフリー化 件 1 2   

      

      

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 3,649  

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 0

一般財源 3,649

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 2 1
 
5  11

 
1

3,649

0
集会施設整備費

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 15 事業名  集会施設整備補助事業 ムトスまちづくり推進課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －      

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況

紙、トナー、電気の消費

ごみの発生

紙ごみの分別による再利用

グリーン購入

  

 

 

  

 

 

 


